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令和３年度全国学力・学習状況調査に係る 

厚木市立小・中学校の調査結果について 
 

小学校第６学年及び中学校第３学年を対象に、令和３年５月 27 日に実施した全国学力・

学習状況調査の結果がまとまりました。教育委員会では、今回の分析結果を踏まえ、教育

施策の成果や課題等を把握・検証し、今後の教育施策に反映するとともに、各小・中学校

において、校長のリーダーシップの下、各教員が指導内容・方法の改善を進める支援をし

てまいります。 

 

１ 調査の概要について 

（１）調査の対象学年   小学校第６学年及び中学校第３学年 

 

（２）調査の内容 

ア 教科に関する調査（小学校：国語、算数 中学校：国語、数学） 

   ※ 平成 30 年度までは、「主として『知識』に関する問題」と「主として『活用』

に関する問題」を分けて調査していましたが、平成 31 年度調査から一体的に問

われることとなりました。 

 

イ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

 ・児童生徒に対する調査 

  （学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面に関する調査） 

・学校に対する調査 

    （指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査） 

 

（３）調査日  令和３年５月 27 日（木） 

 

（４）調査に参加した児童・生徒数 

 

 

 

 

 

（参考）全国・県・市の公立学校の参加校数 

 小学校 中学校 

全国（公立）  19,038 校  9,680 校 

神奈川県    848 校   401 校 

厚 木 市    23 校    13 校 

 国語 算数・数学 児童・生徒質問紙 

小学校 1,854 人 1,854 人 1,854 人 

中学校 1,712 人 1,713 人 1,714 人 
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２ 教科に関する調査結果について 

 【平均正答率】                        （単位：％） 

 小学校 中学校 

 国語 算数 国語 数学 

全  国 64.7 70.2 64.6 57.2 

神奈川県 63 70 65 58 

厚 木 市 59 66 64 56 

※ 平成 29 年度から、県と市の平均正答率は整数値（四捨五入した数値）で、 
文部科学省からデータが配付されています。 

 

（１）小学校国語 

【平均正答率】 

分 類 
学習指導要領の内容 

評価の観点 問題形式 
知識及び技能 

思考力，判断
力，表現力等 

区 分 

(

１)

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項 

(

２)

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項 

(

３)

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項 

Ａ 
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

知
識
・
技
能 

思
考
・
判
断
・
表
現 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

選
択
式 

短
答
式 

記
述
式 

全国 68.3 * * 77.8 60.7 47.2 68.3 62.1 * 71.7 70.6 40.2 

神奈川県 63.8 * * 78.9 58.3 48.7 63.8 62.5 * 71.6 64.2 38.9 

厚木市 59.4 * * 76.1 55.3 44.8 59.4 59.2 * 68.5 60.0 34.0 

 
 
  【問題別】 

 

◇ 思考に関わる語句の使い方を理解し、話や文章の中で使うことは、相当数の児童 

ができています。 

２二 

 

◇ 目的に応じて、話の内容が明確になるようにスピーチの構成を考えることは、相

当数の児童ができています。 

１一 

１二 

１三 

 

 

◇：相当数の児童ができている点   ◆：課題となる点        …問題の概要と問題番号 

・面ファスナーに関する【資料】の文章の中の「より」と同じ使い方として適切

なものを選択する 

・津田梅子の二つの業績を明確に伝えるために、【スピーチメモ】と【スピーチ】
の練習で上野さんが話した構成の説明として適切なものを選択する 

・津田梅子についての【スピーチ】の練習で、〈資料②〉と〈資料③〉を使った
理由の説明として適切なものを選択する 

・津田梅子についての【スピーチ】の練習の    の部分で話す内容として
適切なものを選択する 
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◇ 文章全体の構成を捉え、内容の中心となる事柄を把握することは、相当数の児童

ができています。 

２一 

 

  ◆ 学年別漢字配当表の当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書くこと、

文の中における主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係を捉えることに課題が

あります。 

３三 

 

 

 

 

 

 ◆ 目的や意図に応じて、理由を明確にしながら、自分の考えが伝わるように書き表

し方を工夫することに課題があります。 

３二 

 

 

  ◆ 目的に応じて、文章と図表を結びつけて必要な情報を見つけることに課題があり

ます。 

２三 

２四 

 

 

 

（２）小学校算数の主な結果について 

【平均正答率】 

分 類 学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式 

区 分 

Ａ 

数
と
計
算 

Ｂ 

図
形 

Ｃ 

測
定 

Ｃ 

変
化
と
関
係 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

知
識
・
技
能 

思
考
・
判
断
・
表
現 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

選
択
式 

短
答
式 

記
述
式 

全国 63.1 57.9 74.8 75.9 76.0 74.1 65.1 * 76.0 75.8 53.0 

神奈川県 62.2 57.3 74.7 76.6 77.1 74.4 65.1 * 77.4 75.4 52.2 

厚木市 58.0 51.8 72.8 71.7 74.2 70.2 61.5 * 74.1 70.8 48.0 

 
 

・面ファスナーに関する【資料】の文章が、何について、どのように書かれてい

るかの説明として適切なものを選択する 

・丸山さんの【文章の下書き】の中の   部ア・ウ・エを、漢字を使って書き

直す（ア：転がっている イ：積み重ね ウ：原因 ） 

・丸山さんの【文章の下書き】の中の   部イで、   部「残されていま

す」の主語として適切なものを選択する 

・丸山さんの【文章の下書き】の中の   部オで、   部「すぐに」がくわ

しくしている言葉として適切なものを選択する 

・丸山さんの【文章の下書き】の中の   部を、【西田さんの話】を用いて詳

しく書き直す 

 

・面ファスナーに関する【資料】を読み、メストラルは、何をヒントに、どのよ

うな仕組みの面ファスナーを作り出したのかをまとめて書く 

・面ファスナーに関する【資料】を読み、面ファスナーが、国際宇宙ステーショ

ンの中でどのように使われているのかをまとめて書く 
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  【問題別】 

 

◇ 示された除法の結果について、日常生活の場面に即して判断することは、相当数

の児童ができています。 

４(１) 

 

◇ 条件に合う時刻を求めることは、相当数の児童ができています。 

１(４) 

 

◇ 速さと道のりを基に時間を求める式に表すことは、相当数の児童ができています。 

１(５) 

 

◇ 棒グラフから、項目間の関係を読み取ることは、相当数の児童ができています。 

３(２) 
 

◇ 集団の特徴を捉えるために、どのようなデータを集めるべきかを判断することは、 

相当数の児童ができています。 

３(５) 

 

  ◆ 商が１よりも小さくなる等分除（整数）÷（整数）の場面で、場面から数量の関

係を捉えて除法の式に表し、計算をすることに課題があります。 

４(２) 

 

 ◆ 小数を用いた倍についての説明を解釈し、他の数値の場合に適用して基準量を１

としたときに比較量が示された小数に当たる理由を記述することに課題があります。 

４(３) 

 

  ◆ 直角三角形の底辺と高さを捉え、面積を求めることに課題があります。 

２(１) 

 

  ◆ 二等辺三角形を組み合わせた平行四辺形の面積の求め方を記述することに課題が

あります。 

２(３) 

 

  ◆ 速さを求める除法の式と商の意味を理解することに課題があります。 

１(３) 

   

◆ 帯グラフで表された複数のデータを比較し、示された特徴を持った項目とその割

合を記述することに課題があります。 

３(４) 

 

◇：相当数の児童ができている点   ◆：課題となる点        …問題の概要と問題番号 

・余りのある除法の商と余りを基に、２３個のボールを６個ずつ箱に入れてい

くときに必要な箱の数を書く 

・午後１時３５分から５０分後の時刻を書く 

・分速５４０ｍのバスが２７００ｍを進むのにかかる時間を求める式を書く 

・８人に４Ｌのジュースを等しく分けるときの一人分のジュースの量を求める

式と答えを書く 

・３０ｍを１としたときに１２ｍが０．４に当たるわけを書く 

・直角三角形の面積を求める式と答えを書く 

・学年ごとの本の貸し出し冊数について、棒グラフから分かることを選ぶ 

・５年生と６年生の読みたい本と、多くの５年生と６年生に読まれている本を

調べるために、適切なデータを選ぶ 

・二等辺三角形を組み合わせた平行四辺形の面積の求め方と答えを書く 

・㋐と㋑の二つの速さを求める式の意味について、正しいものを選ぶ 

・帯グラフから、割合の違いが、一番大きい項目を選び、その項目と割合を書く 
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（３）中学校国語の主な結果について 

【平均正答率】 

分 類 学習指導要領の領域等 評価の観点 問題形式 

区 分 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

書
く
こ
と 

読
む
こ
と 

伝
統
的
な
言
語
文
化
と 

国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度 

話
す
・
聞
く
能
力 

書
く
能
力 

読
む
能
力 

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能 

選
択
式 

短
答
式 

記
述
式 

全国 79.8  57.1  48.5  75.1  56.0  79.8  57.1  48.5  75.1  63.9  74.4  56.0  

神奈川県 79.8  57.2  49.6  75.6  56.1  79.8  57.2  49.6  75.6  64.7  74.8  56.1  

厚木市 78.8  55.9  47.9  75.2  53.9  78.8  55.9  47.9  75.2  63.7  74.5  53.9  

 
 
  【問題別】 

 

◇ 話合いの中での質問の意図を捉えることは、相当数の生徒ができています。 

１二 

 

◇ 話合いの話題や方向を捉えることは、相当数の生徒ができています。 

１一 

 

◇ 書いた文章を互いに読み合う場面において、文章の構成にどのような工夫がある

かを捉えることは、相当数の生徒ができています。 

２二 

 

◇ 文章を読み、登場人物の言動の意味を考え、内容を理解することは、相当数の生

徒ができています。 

３三 

 

◇ 文脈に即して漢字を正しく読むことは、相当数の生徒ができています。 

４一 

 

◇ 事象や行為などを表す多様な語句について理解することは、相当数の生徒ができ

ています。 

４二 

 

◇：相当数の生徒ができている点   ◆：課題となる点        …問題の概要と問題番号 

・話合いでの発言について説明したものとして適切なものを選択する 

・話合いでの司会の発言の役割について説明したものとして適切なものを選択 

する 

・意見文の下書きの構成の工夫について、自分の考えを書く 

・「反対の結果を呈出した」について、このことが分かる「黒」の様子を文章の

中から抜き出す 

・漢字を読む（伸ばして／詳細） 

・話合いでの発言について説明したものとして適切なものを選択する 
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◆ 話合いの中で適切な発言について考えることに課題があります。 

１三 

 

◆ 推敲する場面において、語句や文の使い方、段落相互の関係について考えること

に課題があります。 

２一 

 

◆ 文脈の中における語句の意味を理解したり、場面の展開、登場人物の心情や行動

に注意して読み、内容を理解したりすることに課題があります。 

３一 

３二 

◆ 文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考えを持つことに課題があ

ります。 

３四 

 

◆ 相手や場に応じて敬語を適切に使うことに課題があります。 

４三 

 

 

（４）中学校数学の主な結果について 

【平均正答率】 

分 類 学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式 

区 分 

数
と
式 

図
形 

関
数 

資
料
の
活
用 

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度 

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方 

数
学
的
な
技
能 

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の 

知
識
・
理
解 

選
択
式 

短
答
式 

記
述
式 

全国 64.9 51.4 56.4 53.8 * 41.1 77.7 65.6 52.4 70.5 35.0 

神奈川県 65.9 54.0 56.4 53.4 * 43.2 76.0 66.3 53.7 70.5 37.3 

厚木市 62.9 50.6 55.0 52.2 * 40.3 74.7 64.1 50.8 68.7 34.0 

 
 
 
  【問題別】 

 

◇ 整式の加法と減法の計算をすることは、相当数の生徒ができています。 

 １  

 

◇：相当数の生徒ができている点   ◆：課題となる点        …問題の概要と問題番号 

・参加者の誰がどのようなことについて発言するとよいかと、そのように考え

た理由を書く 

・意見文の下書きを直した意図として適切なものを選択する 

・「呼吸をのみこんだ」の意味として適切なものを選択する 

・「喝采してやる」と「とった」のそれぞれについて、誰の動作なのかを選択する   

・「吾輩」が「黒」をどのように評価し、どのような接し方をしているかや、そ

のような接し方をどう思うかを書く 

・「行く」を適切な敬語に書き直し、その敬語の種類として適切なものを選択する 

・（５x＋６y）－（３x－２y）を計算する 
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◇ 与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることは、相当数の生徒

ができています。 

７(１) 

 

◇ 与えられたデータから中央値を求めることは、相当数の生徒ができています。 

 ５  

 

◆ 数学的な結果を事象に即して解釈し、事柄の特徴を数学的に説明することに課題

があります。 

６(３) 

 

◆ ある条件の下で、いつでも成り立つ図形の性質を見いだし、それを数学的に表現

することに課題があります。 

９(３) 

 

◆ 日常的な事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することに課題

があります。 

７(２) 

 

◆ ２つの分布の傾向を比べる際の相対度数の必要性と意味を理解することに課題が

あります。 

８(２) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・四角で４つの数を囲むとき、四角で囲んだ４つの数の和がどの位置にある２

つの数の和の２倍であるかを説明する 

・与えられた表やグラフから、砂の重さが７５ｇのときに、砂が落ちきるまで

の時間が３６．０秒であったことを表す点を求める 

・∠ＡＲＧや∠ＡＳＧの大きさについていつでもいえることを書く 

・与えられた表やグラフを用いて、２分をはかるために必要な砂の重さを求め 

る方法を説明する 

・反復横とびの記録の中央値を求める 

・２つの分布の傾向を比べるために相対度数を用いることの前提となっている 

考えを選ぶ 
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３ 児童・生徒質問紙調査の結果について 

（１）小学校児童の回答の状況について（質問紙の設問順） 

ア 「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した割合が 90％以上のもの 

  ○朝食を毎日食べている。（93.6％） 

○いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。（95.9％） 

○人の役に立つ人間になりたいと思う。（94.6％） 

○友達と協力するのは楽しいと思う。（93.3％） 

○学習の中でコンピュータなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思う。

（93.9％） 

○友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができている。（95.3％） 

○国語の勉強は大切だと思う。（92.5％） 

○国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。（91.5％） 

○算数の勉強は大切だと思う。（93.1％） 

○算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。（91.6％） 

 

イ 「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した割合が 30％未満のもの 

  ●学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、読書をするのが１日当たり１時

間以上である。（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）（18.2％） 

 ●新聞を読むのが、週に１～３回以上である。（11.6％） 

 ●５年生までに受けた授業で、コンピュータなどのＩＣＴ機器を使ったのが、週に１

回以上である。（23.2％） 

●普段（月曜日から金曜日）、スマートフォンやコンピュータなどのＩＣＴ機器を勉強

のために使うのが、１日当たり１時間以上である。（18.9％）  

 

（２）中学校生徒の回答の状況について（質問紙の設問順） 

ア 「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した割合が 90％以上のもの 

  ○朝食を毎日食べている。（91.0％） 

    ○毎日、同じくらいの時刻に起きている。（92.3％） 

○いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。（94.8％） 

○人の役に立つ人間になりたいと思う。（94.4％） 

○友達と協力するのは楽しいと思う。（93.9％） 

○学習の中でコンピュータなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思う。

（92.1％） 

○友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができている。（97.0％） 

 

イ 「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した割合が 30％未満のもの 

  ●学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、読書をするのが１日当たり１時

間以上である。（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）（13.5％） 

 ●新聞を読むのが、週に１～３回以上である。（6.9％） 
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 ●１，２年生までに受けた授業で、コンピュータなどのＩＣＴ機器を使ったのが、週

に１回以上である。（22.9％） 

●学校で、コンピュータなどのＩＣＴ機器を、他の生徒と意見を交換したり、調べた

りするために使ったのが、週に１回以上である。（27.5％） 

●普段（月曜日から金曜日）、スマートフォンやコンピュータなどのＩＣＴ機器を勉強

のために使うのが、１日当たり１時間以上である。（18.2％）  

 

（３）教科の平均正答率が高い児童・生徒に見られる傾向について 

（質問紙と学力のクロス分析より） 

〔基本的生活習慣等〕 

○普段（月曜日から金曜日）、１日当たり、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯

式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をする時間が短い。 

〔学習習慣、学習環境等〕 

○土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たり、勉強をする（学習塾で勉強し

ている時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ

時間も含む）時間が長い。 

○家にある本の冊数が多い。 

〔主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況〕 

○前年度までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく

伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していた。 

○前年度までに受けた授業で、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組ん

でいた。 

○学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習

につなげることができている。  

〔学習に対する興味・関心や授業の理解度等〕 

国語 

○授業では、目的に応じて文章を読み、 

（小学校）感想や考えを持ったり、自分の考えを広げたりしている。 

（中学校）内容を解釈して自分の考えを広げたり深めたりしている。 

○今回の国語の問題について、全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した。 

算数・数学 

○問題の解き方が分からないとき、あきらめずにいろいろな方法を考える。 

○今回の算数（数学）の問題について、全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努

力した。 

英語 

○前年度までに受けた英語の授業で、英語で話したり書いたりして、自分自身の考え

や気持ちを伝え合うことができていた。 
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４ 今後に向けて 

（１）生活に関すること 

「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う」「人の役に立つ人間にな 

りたいと思う」「友達と協力するのは楽しいと思う」といった設問に対して相当数 

の児童・生徒が肯定的な回答をしていることから、児童・生徒が他者の存在を大切

にし、他者と関わることに価値を見いだしたり、多くのことを学んだりしている様

子が伺える。 

一方、「今住んでいる地域の行事に参加している」「地域や社会をよくするために

何をすべきかを考えることがある」という設問に対して、肯定的な回答をした児童・

生徒の割合は４割程度となっている。昨年度調査では５割程度だったが、コロナ禍

による地域行事の中止や延期に伴い、地域の人との接触機会が減少してしまったの

ではないかと思われる。 

このことから、今後は、アフターコロナの新しい生活様式の中、様々な工夫をし

ながら児童・生徒が地域の方と関わる機会や、地域のために貢献できる活動の機会

を充実させていくことが求められると考えられる。そのためにも、引き続き、コミ

ュニティスクールの活動等を通して地域と学校・家庭が連携し、地域における様々

な学びや体験に児童・生徒が参加しやすい環境をより一層整えることは重要である。 

 

（２）学習に関すること 

教科に関する調査結果より、国語においては、学習指導要領の領域別「読むこと」

に関する設問の平均正答率が最も低く、「記述式」の問題の平均正答率が最も低かっ

たことから、問題を正しく理解し、情報を精査して自分の考えを形成し、目的や意

図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書くことのできる力を育てる

ような学習をより一層充実させることが重要である。 

算数・数学においては、学習指導要領の領域別「図形」に関する設問の平均正答

率が最も低く、「記述式」の問題の平均正答率が最も低かったことから、図形を構成

する要素及びそれらの位置関係に着目して、図形の性質を考察し、数学的に表現で

きる力を育てるような学習をより一層充実させることが重要である。 

次に、質問紙調査の結果より、国語、算数・数学のどちらも「勉強することが大 

切だと思う」「将来、社会に出たときに役に立つと思う」といった設問に対して相当 

数の児童・生徒が肯定的な回答をしていることから、教科を学ぶことの意義や有用 

性を実感していることが伺える。  

教科の平均正答率が高い児童・生徒には「授業中で自分の考えを発表する機会で

は、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表

している」「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる」「学習し

た内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につな

げることができている」といった傾向が見られることから、今後も引き続き、児童・

生徒の「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善をより一層充実させ

ることが重要である。 
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一方、「学習の中でコンピュータなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思

う」といった設問に対して相当数の児童・生徒が肯定的な回答をしているにもかか

わらず、「前年度までの授業において、コンピュータなどのＩＣＴ機器を使ったのが、 

週に１回以上である」「普段（月曜日から金曜日）、スマートフォンやコンピュータ

などのＩＣＴ機器を勉強のために使うのが、１日当たり１時間以上である」と回答

した児童・生徒はそれぞれ２割程度にとどまっていることから、今後は、ＧＩＧＡ

スクール構想によって導入された１人１台の端末を、学習に積極的に活用していく

ことが望まれる。その際に「１日当たり、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携

帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をする時間が短

い」児童・生徒ほど教科の平均正答率が高いということも踏まえ、情報機器の望ま

しい使い方に関する指導も充実させる必要があると考える。 

 

 
 


